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横
浜
市
民
協
働
条
例
」
を
市
会
本
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で
可
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「
横
浜
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協
働
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を
市
会
本
会
議
で
可
決
！

　
今
回
の「
市
民
協
働
条
例
」は
、
横
浜
市
会
と
し
て
議
員
か
ら
提
案
し
た
本
格
的
な

政
策
条
例
で
す
。ま
た
、
既
存
の
条
例
を
全
部
改
正
す
る
議
員
か
ら
の
提
案
は
全
国

的
に
珍
し
い
試
み
で
す
。さ
ら
に
、
見
直
し
条
項
を
明
記
し
た
こ
と
も
横
浜
市
の
条

例
と
し
て
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

■
公
明
リ
ー
ド
の
議
員
提
案
条
例
　

　
公
明
党
が
主
導
し
て
提
案
し
た
「
横

浜
市
市
民
協
働
条
例
」
が
公
明
、
自

民
、
民
主
、
み
ん
な
の
党
、
共
産
、
ヨ
コ

ハ
マ
会
の
全
て
の
会
派
の
賛
成
に
よ

り
、
横
浜
市
会
第
2
回
定
例
会
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

■
既
存
の
条
例
を
全
部
改
正

　
こ
の
条
例
は
、
市
民
協
働
事
業
の
4

本
柱
で
あ
る
「
契
約
に
よ
る
協
働
」「
行

政
の
応
分
負
担
」「
自
主
自
立
事
業
」

「
提
案
制

度
」
を
全

国
で
初
め

て
規
定
し

た
条
例
で

す
。

　
ま
た
、
市
長
の
提
案
だ
っ
た
既
存
の

「
横
浜
市
市
民
活
動
推
進
条
例
」
を
全

部
改
正
し
て
、「
横
浜
市
市
民
協
働
条

例
」と
し
ま
し
た
。

■
3
年
ご
と
に
見
直
し

　
さ
ら
に
、
全
国
で
も
あ
ま
り
例
の
な

い「
見
直
し
条
項
」を
取
り
入
れ
、
3
年

ご
と
に
条
文
を
見
直
す
こ
と
に
し
、
常

に
社
会
の
状

況
に
適
合
し

た
条
例
と
な

る
よ
う
に
工

夫
さ
れ
て
い

ま
す
。

●時間／8：00～21：00（土・日・祝日を含む毎日）  ●Eメール／callcenter@city.yokohama.jp

Tel.045-664-2525 
Fax.045-664-2828
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賛成多数で市民協働条例が可決された（6月21日本会議場）

提案理由を説明する
和田卓生議員

質問に答える斉藤伸一議員

　
　
市
民
協
働
の
現
場
か

ら
、
協
働
の
原
則
に
基
づ

い
て
い
な
い
等
、
従
来
の

制
度
の
不
備
を
指
摘
す
る
声
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
新
条
例
の
制
定
で
、
必
要

な
基
本
事
項
の
規
範
が
整
い
ま
し
た
。

　
　
今
後
、
横
浜
市
が
協
働
型
社
会
へ
と
進

展
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
　ま
た
、
議
員
が
提
案
し
議
員
間
で
質
疑

し
た
結
果
、
大
多
数
の
賛
同
が
得
ら
れ
た

こ
と
は
、
議
会
の
あ
り
方
と
し
て
意
義
あ

る
こ
と
と
考
え
ま
す
。

公
明
党
市
会
議
員
団 

団
長   

仁
田  

昌
寿

【
団
長
談
話
】

委
員
会
構
成
が

新
し
く
な
り
ま
し
た

＊
2
面
へ
続
く
＊

市
民
と
行
政
の

南区版

公明党横浜市会議員団
南区政務調査事務所長

横浜市会議員

いじめ対策強化せよ　－教育長に要望書を提出いじめ対策強化せよ　－教育長に要望書を提出いじめ対策強化せよ　－教育長に要望書を提出

　7月23日、公明党横浜市会議員団は、山田巧教育長に「いじめ防止対策

の強化を求める要望書」を提出しました。

　団長の仁田まさとし市議は席上、滋賀県大津市の中学2年生がいじめを

苦に自殺したとされる問題を踏まえ、「いじめの未然防止とともに、早期

発見と最悪の事態を回避する取り組みを強化すべき」と指摘しました。

　その上で、

①いじめの兆候が見られる子どもと直接

　向き合う機会を持つ

②実態調査を継続的に行う

③児童支援専任・生徒指導専任制度の充実

④カウンセラー制度の拡充

⑤人権の尊重、命の大切さを学ぶ教育の徹底

　を強く求めました。

　これに対して山田教育長は、要望内容を

重く受け止め、対応していく考えを示しま

した。 いじめ防止対策の強化を要望する仁田まさとし市議（左から3人目）
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市
民
協
働
と
は

　
市
民
活
動
団
体
や
自
治
会
町
内
会
、
企
業
な
ど

が
行
政
の
支
援
を
受
け
、
子
育
て
、
介
護
、
福
祉
、

街
づ
く
り
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
公
共
的
・
公
益
的
な

事
業
・
活
動
を
行
う
こ
と
で
す
。

　　 　 ＜条例の主なポイント＞
❶ＮＰＯだけでなく町内会・各種法人も実施主体

　従来の市民協働がＮＰＯ法人を中心とし

た制度と受け取られていた傾向があるた

め、自治会・町内会や企業も実施主体とし

て明確に定めることにしました。このこと

により、平成 23 年に制定した「横浜市地域

の絆をはぐくみ、地域で支え合う社会の構

築を促進する条例」の趣旨を具体化するも

のともなっています。

❷民間側からも提案できる制度

　「協働推進の基本指針」でも地域課題に

限った提案制度が掲げられていましたが、

今回は地域課題に限らず民間側から市民協

働について提案できる制度を規定しまし

た。このことにより、常に行政革新が図られ

ることになります。

❸市の財政支援を明確化

　「市民公益活動」には市民活動推進基金か

らの助成とともに、「市民協働事業」には公

益上必要な負担を横浜市が負うことを明確

にしました。その負担は必要最小限のもの

とすることも規定しました。

❹協働契約を締結

　行政と民間が対等な立場に立って市民協

働事業を実施するために、基本的事項を契

約によって定めることを規定しました。

❺自主事業を保障

　民間が自立的に市民協働事業を行うため

には、その財政的な基盤が必要になってき

ます。そのため、市民協働事業に支障となら

ない範囲で、自主事業を認めました。自主事

業は、その民間の本来業務に限られるもの

ではありません。

❻中間支援組織の育成

　市民協働がスムーズに展開されるために

は、市民や町内会・企業や法人に的確なア

ドバイスをする中間支援組織の存在が必要

です。その中間支援組織を、市をはじめ、民

間も一緒になって育成していくことを規定

しました。

  

　
道
路
な
ど
の
調
査
診
断
を
手
掛
け
る
企
業
を
訪
問

し
、空
洞
探
査
技
術
に
よ
り
道
路
の
陥
没
を
未
然
に
防

ぐ
取
組
な
ど
に
つ
い
て
、関
係
者
か
ら
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

　
震
災
に
備
え
、
都

市
イ
ン
フ
ラ
の
危
険

要
因
を
的
確
に
把
握

し
、
防
災
・
減
災
対

策
に
生
か
す
取
り
組

み
の
必
要
性
に
つ
い

て
意
見
交
換
し
ま
し

た
。

　
公
明
党
市
会
議
員
団
は
従
来
か
ら
「
横
浜
方
式
の
ス
ク
ー
ル
ラ
ン
チ
」

を
提
案
し
て
お
り
、
本
年
2
月
の
市
会
本
会
議
で
は「
こ
れ
ま
で
の
調
査

を
踏
ま
え
、
早
期
に
具
体
的
な
取
り
組
み
を
行

う
べ
き
」
と
主
張
し
ま
し
た
。横
浜
市
教
育

委
員
会
は
こ
れ
を
受
け
、
6
月
下
旬
か
ら

3
週
間
に
わ
た
り
市
立
中
学
校
に
お
け

る
昼
食
の
あ
り
方
検
討
の
モ
デ
ル
実

施
協
力
校
で
デ
リ
バ
リ
ー
方
式
の
昼

食
提
供
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
公
明
党
市
会
議
員
団
は
協
力
校
の
一
つ
を
訪
ね
、
再
加
熱

カ
ー
ト
方
式
の
昼
食
提
供
の
模
様
を
視
察
し
ま
し
た
。今
回
の

モ
デ
ル
実
施
も
参
考
に
、「
横
浜
方
式
の
ス
ク
ー
ル
ラ
ン
チ
」に

ふ
さ
わ
し
い
提
供
内
容
や
方
法
を
検
証
し
て
い
き
ま
す
。

　
古
紙
な
ど
資
源
物
の
持
ち
去
り
に

罰
金(

20
万
円)

を
科
す
「
横
浜
市
廃

棄
物
の
減
量
化
、
資
源
化
及
び
適
正
処

理
等
に
関
す
る
条
例
」
の
一
部
改
正
案

が
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
横
浜
市
は
、
資
源
ご
み
の
分
別
回
収

を
推
進
す
る
た
め
回
収
量
に
応
じ
て

自
治
会
・
町
内
会
な
ど
に
奨
励
金
を
支
払
っ
て
い
ま
す
が
、

契
約
し
て
い
な
い
業
者
が
古
紙
な
ど
を
持
ち
去
っ
て
し
ま
う

事
案
が
頻
発
。警
察
に
通
報
し
て
も
被
害
品
の
特
定
が
難
し

く
窃
盗
容
疑
で
の
立
件
が
困
難
で
し
た
。こ
の
改
正
に
よ

り
、
”持
ち
去
り
“
を
抑
止
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
公
明
党
市
会
議
員
団
と

市
民
団
体
や
業
界
団
体
代

表
が
意
見
交
換
す
る「
政
策

懇
談
会
」を
6
月
下
旬
に
行

い
ま
し
た
。参
加
し
た
約
30

団
体
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

様
々
な
提
案
は
、来
年
度
の

予
算
要
望
に
反
映
す
る
ほ

か
、市
議
団
の
今
後
の
施
策

に
活
か
し
ま
す
。

「
中
学
校
に
お
け
る
昼
食
の
あ
り
方
検
討
」―

モ
デ
ル
校
で
実
施

「
中
学
校
に
お
け
る
昼
食
の
あ
り
方
検
討
」―

モ
デ
ル
校
で
実
施

資
源
ご
み
の
持
ち
去
り
に
罰
金

資
源
ご
み
の
持
ち
去
り
に
罰
金

「
政
策
懇
談
会
」を
実
施

「
政
策
懇
談
会
」を
実
施

市民の知恵を行政に活かします。

【協働のイメージ】

様々な社会的課題の解決
横浜らしい地域活性化の推進

自治会
町内会
市民活動
団体

大 学 企 業

行 政

NPO
社会
企業家

対話による
新しい

公共づくり

ヨコハマ・リフレッシュ計画を推進ヨコハマ・リフレッシュ計画を推進

地
中
空
洞
の
探
査
技
術

地
中
空
洞
の
探
査
技
術

津
波
警
報
伝
達
シ
ス
テ
ム

津
波
警
報
伝
達
シ
ス
テ
ム

活発な議
論で

 政策を実
現！

活発な議
論で

 政策を実
現！活発な議
論で

 政策を実
現！

参加団体と活発な意見交換
が行われた（6月25日市会会議室）

（７月２日　鶴見区・矢向中学校）

設置状況を視察
（6月8日象の鼻パーク）

走行しながら地中空洞を探査する
車両を視察（6月20日ジオ・サーチ㈱）

　
気
象
庁
発
表
の
津
波
警
報
を
受
け
て
、
自
動
的

に
緊
急
情
報
を
一
斉
に
放
送
す
る
装
置
で
す
。

　
沿
岸
6
区（
鶴
見
、神
奈
川
、西
、中
、磯
子
、金
沢
）

で
約
1
0
0
箇
所
整
備
さ
れ
ま
す
。『
耳
の
不
自
由

な
方
や
外
国
人
に
も
配
慮
し
た
シ
ス
テ
ム
に
す
べ

き
』
と
の
公
明
党
か
ら
の
提
案
に
よ
り
、
ラ
イ
ト
の

点
滅
や
”T
S
U
N
A
M
I

“
を
強
調
し
た
呼
び
か

け
が
行
わ
れ
ま
す
。

平成23年  6 月中旬　
　　　　　10月上旬

平成24年  2 月中旬　 
　　　　　　　　　  

　　　　     5 月上旬

　　　　     5 月下旬　

　　　       6 月 8日  

　　　　　  　 21日　

条例案要綱を議会局法制課に提示

条例原案の完成

市民活動団体と意見交換

市民活動推進条例の全部改正に

よる市民協働条例案を作成

市民活動団体と意見交換

条例に関するパブリックコメン

トのお知らせを、市内30万世帯

に配布

新しい協働を考える会主催のラ

ウンドテーブルで意見交換

市民意見を基に、原案を修正

し、市民協働条例案を上程

横浜市会本会議で議決

＜条例改正への経緯＞

＊1面より＊

災害に強い「防災モデル都市」横浜をめざす
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市
民
協
働
と
は

　
市
民
活
動
団
体
や
自
治
会
町
内
会
、
企
業
な
ど

が
行
政
の
支
援
を
受
け
、
子
育
て
、
介
護
、
福
祉
、

街
づ
く
り
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
公
共
的
・
公
益
的
な

事
業
・
活
動
を
行
う
こ
と
で
す
。

　　 　 ＜条例の主なポイント＞
❶ＮＰＯだけでなく町内会・各種法人も実施主体

　従来の市民協働がＮＰＯ法人を中心とし

た制度と受け取られていた傾向があるた

め、自治会・町内会や企業も実施主体とし

て明確に定めることにしました。このこと

により、平成 23 年に制定した「横浜市地域

の絆をはぐくみ、地域で支え合う社会の構

築を促進する条例」の趣旨を具体化するも

のともなっています。

❷民間側からも提案できる制度

　「協働推進の基本指針」でも地域課題に

限った提案制度が掲げられていましたが、

今回は地域課題に限らず民間側から市民協

働について提案できる制度を規定しまし

た。このことにより、常に行政革新が図られ

ることになります。

❸市の財政支援を明確化

　「市民公益活動」には市民活動推進基金か

らの助成とともに、「市民協働事業」には公

益上必要な負担を横浜市が負うことを明確

にしました。その負担は必要最小限のもの

とすることも規定しました。

❹協働契約を締結

　行政と民間が対等な立場に立って市民協

働事業を実施するために、基本的事項を契

約によって定めることを規定しました。

❺自主事業を保障

　民間が自立的に市民協働事業を行うため

には、その財政的な基盤が必要になってき

ます。そのため、市民協働事業に支障となら

ない範囲で、自主事業を認めました。自主事

業は、その民間の本来業務に限られるもの

ではありません。

❻中間支援組織の育成

　市民協働がスムーズに展開されるために

は、市民や町内会・企業や法人に的確なア

ドバイスをする中間支援組織の存在が必要

です。その中間支援組織を、市をはじめ、民

間も一緒になって育成していくことを規定

しました。

  

　
道
路
な
ど
の
調
査
診
断
を
手
掛
け
る
企
業
を
訪
問

し
、空
洞
探
査
技
術
に
よ
り
道
路
の
陥
没
を
未
然
に
防

ぐ
取
組
な
ど
に
つ
い
て
、関
係
者
か
ら
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

　
震
災
に
備
え
、
都

市
イ
ン
フ
ラ
の
危
険

要
因
を
的
確
に
把
握

し
、
防
災
・
減
災
対

策
に
生
か
す
取
り
組

み
の
必
要
性
に
つ
い

て
意
見
交
換
し
ま
し

た
。

　
公
明
党
市
会
議
員
団
は
従
来
か
ら
「
横
浜
方
式
の
ス
ク
ー
ル
ラ
ン
チ
」

を
提
案
し
て
お
り
、
本
年
2
月
の
市
会
本
会
議
で
は「
こ
れ
ま
で
の
調
査

を
踏
ま
え
、
早
期
に
具
体
的
な
取
り
組
み
を
行

う
べ
き
」
と
主
張
し
ま
し
た
。横
浜
市
教
育

委
員
会
は
こ
れ
を
受
け
、
6
月
下
旬
か
ら

3
週
間
に
わ
た
り
市
立
中
学
校
に
お
け

る
昼
食
の
あ
り
方
検
討
の
モ
デ
ル
実

施
協
力
校
で
デ
リ
バ
リ
ー
方
式
の
昼

食
提
供
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
公
明
党
市
会
議
員
団
は
協
力
校
の
一
つ
を
訪
ね
、
再
加
熱

カ
ー
ト
方
式
の
昼
食
提
供
の
模
様
を
視
察
し
ま
し
た
。今
回
の

モ
デ
ル
実
施
も
参
考
に
、「
横
浜
方
式
の
ス
ク
ー
ル
ラ
ン
チ
」に

ふ
さ
わ
し
い
提
供
内
容
や
方
法
を
検
証
し
て
い
き
ま
す
。

　
古
紙
な
ど
資
源
物
の
持
ち
去
り
に

罰
金(

20
万
円)

を
科
す
「
横
浜
市
廃

棄
物
の
減
量
化
、
資
源
化
及
び
適
正
処

理
等
に
関
す
る
条
例
」
の
一
部
改
正
案

が
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
横
浜
市
は
、
資
源
ご
み
の
分
別
回
収

を
推
進
す
る
た
め
回
収
量
に
応
じ
て

自
治
会
・
町
内
会
な
ど
に
奨
励
金
を
支
払
っ
て
い
ま
す
が
、

契
約
し
て
い
な
い
業
者
が
古
紙
な
ど
を
持
ち
去
っ
て
し
ま
う

事
案
が
頻
発
。警
察
に
通
報
し
て
も
被
害
品
の
特
定
が
難
し

く
窃
盗
容
疑
で
の
立
件
が
困
難
で
し
た
。こ
の
改
正
に
よ

り
、
”持
ち
去
り
“
を
抑
止
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
公
明
党
市
会
議
員
団
と

市
民
団
体
や
業
界
団
体
代

表
が
意
見
交
換
す
る「
政
策

懇
談
会
」を
6
月
下
旬
に
行

い
ま
し
た
。参
加
し
た
約
30

団
体
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

様
々
な
提
案
は
、来
年
度
の

予
算
要
望
に
反
映
す
る
ほ

か
、市
議
団
の
今
後
の
施
策

に
活
か
し
ま
す
。

「
中
学
校
に
お
け
る
昼
食
の
あ
り
方
検
討
」―

モ
デ
ル
校
で
実
施

「
中
学
校
に
お
け
る
昼
食
の
あ
り
方
検
討
」―

モ
デ
ル
校
で
実
施

資
源
ご
み
の
持
ち
去
り
に
罰
金

資
源
ご
み
の
持
ち
去
り
に
罰
金

「
政
策
懇
談
会
」を
実
施

「
政
策
懇
談
会
」を
実
施

市民の知恵を行政に活かします。

【協働のイメージ】

様々な社会的課題の解決
横浜らしい地域活性化の推進

自治会
町内会
市民活動
団体

大 学 企 業

行 政

NPO
社会
企業家

対話による
新しい

公共づくり

ヨコハマ・リフレッシュ計画を推進ヨコハマ・リフレッシュ計画を推進

地
中
空
洞
の
探
査
技
術

地
中
空
洞
の
探
査
技
術

津
波
警
報
伝
達
シ
ス
テ
ム

津
波
警
報
伝
達
シ
ス
テ
ム

活発な議
論で

 政策を実
現！

活発な議
論で

 政策を実
現！活発な議
論で

 政策を実
現！

参加団体と活発な意見交換
が行われた（6月25日市会会議室）

（７月２日　鶴見区・矢向中学校）

設置状況を視察
（6月8日象の鼻パーク）

走行しながら地中空洞を探査する
車両を視察（6月20日ジオ・サーチ㈱）

　
気
象
庁
発
表
の
津
波
警
報
を
受
け
て
、
自
動
的

に
緊
急
情
報
を
一
斉
に
放
送
す
る
装
置
で
す
。

　
沿
岸
6
区（
鶴
見
、神
奈
川
、西
、中
、磯
子
、金
沢
）

で
約
1
0
0
箇
所
整
備
さ
れ
ま
す
。『
耳
の
不
自
由

な
方
や
外
国
人
に
も
配
慮
し
た
シ
ス
テ
ム
に
す
べ

き
』
と
の
公
明
党
か
ら
の
提
案
に
よ
り
、
ラ
イ
ト
の

点
滅
や
”T
S
U
N
A
M
I

“
を
強
調
し
た
呼
び
か

け
が
行
わ
れ
ま
す
。

平成23年  6 月中旬　
　　　　　10月上旬

平成24年  2 月中旬　 
　　　　　　　　　  

　　　　     5 月上旬

　　　　     5 月下旬　

　　　       6 月 8日  

　　　　　  　 21日　

条例案要綱を議会局法制課に提示

条例原案の完成

市民活動団体と意見交換

市民活動推進条例の全部改正に

よる市民協働条例案を作成

市民活動団体と意見交換

条例に関するパブリックコメン

トのお知らせを、市内30万世帯

に配布

新しい協働を考える会主催のラ

ウンドテーブルで意見交換

市民意見を基に、原案を修正

し、市民協働条例案を上程

横浜市会本会議で議決

＜条例改正への経緯＞

＊1面より＊

災害に強い「防災モデル都市」横浜をめざす
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第59号

民衆の
声

ボイ
ス

「
横
浜
市
民
協
働
条
例
」
を
市
会
本
会
議
で
可
決
！

「
横
浜
市
民
協
働
条
例
」
を
市
会
本
会
議
で
可
決
！

　
今
回
の「
市
民
協
働
条
例
」は
、
横
浜
市
会
と
し
て
議
員
か
ら
提
案
し
た
本
格
的
な

政
策
条
例
で
す
。ま
た
、
既
存
の
条
例
を
全
部
改
正
す
る
議
員
か
ら
の
提
案
は
全
国

的
に
珍
し
い
試
み
で
す
。さ
ら
に
、
見
直
し
条
項
を
明
記
し
た
こ
と
も
横
浜
市
の
条

例
と
し
て
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

■
公
明
リ
ー
ド
の
議
員
提
案
条
例
　

　
公
明
党
が
主
導
し
て
提
案
し
た
「
横

浜
市
市
民
協
働
条
例
」
が
公
明
、
自

民
、
民
主
、
み
ん
な
の
党
、
共
産
、
ヨ
コ

ハ
マ
会
の
全
て
の
会
派
の
賛
成
に
よ

り
、
横
浜
市
会
第
2
回
定
例
会
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

■
既
存
の
条
例
を
全
部
改
正

　
こ
の
条
例
は
、
市
民
協
働
事
業
の
4

本
柱
で
あ
る
「
契
約
に
よ
る
協
働
」「
行

政
の
応
分
負
担
」「
自
主
自
立
事
業
」

「
提
案
制

度
」
を
全

国
で
初
め

て
規
定
し

た
条
例
で

す
。

　
ま
た
、
市
長
の
提
案
だ
っ
た
既
存
の

「
横
浜
市
市
民
活
動
推
進
条
例
」
を
全

部
改
正
し
て
、「
横
浜
市
市
民
協
働
条

例
」と
し
ま
し
た
。

■
3
年
ご
と
に
見
直
し

　
さ
ら
に
、
全
国
で
も
あ
ま
り
例
の
な

い「
見
直
し
条
項
」を
取
り
入
れ
、
3
年

ご
と
に
条
文
を
見
直
す
こ
と
に
し
、
常

に
社
会
の
状

況
に
適
合
し

た
条
例
と
な

る
よ
う
に
工

夫
さ
れ
て
い

ま
す
。

●時間／8：00～21：00（土・日・祝日を含む毎日）  ●Eメール／callcenter@city.yokohama.jp

Tel.045-664-2525 
Fax.045-664-2828

仁
田 

昌
寿

経
済
・
港
湾
委
員
会 

副
委
員
長 

観
光
・
創
造
都
市
・
国
際
戦
略

特
別
委
員
会
監
査
委
員

■
団
長

〔
南
区
〕

〔
磯
子
区
〕

■
幹
事
長

加
藤 

広
人

政
策
・
総
務
・
財
政
委
員
会 

副
委
員
長 

新
市
庁
舎
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

神
奈
川
県
内
広
域
水
道
企
業
団
議
会
議
員

〔
緑
区
〕

■
副
幹
事
長

高
橋 

正
治

建
築
・
都
市
整
備
・
道
路
委
員
会

横
浜
市
会
基
本
条
例
の
制
定
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会
・
市
会
運
営
員
会

副
委
員
長

〔
保
土
ケ
谷
区
〕

■
政
務
調
査
会
長

■
政
務
調
査
会
事
務
局
長

斉
藤 

伸
一

健
康
福
祉
・
病
院
経
営
委
員
会

委
員
長
　
　

大
都
市
行
財
政
制
度
特
別
委
員
会

〔
泉
区
〕

源
波 

正
保

こ
ど
も
青
少
年
・
教
育
委
員
会

副
委
員
長

孤
立
を
防
ぐ
地
域
づ
く
り

特
別
委
員
会

〔
中
区
〕

福
島 

直
子

温
暖
化
対
策
・
環
境
創
造
・

資
源
循
環
委
員
会

減
災
対
策
推
進
特
別
委
員
会

委
員
長

〔
神
奈
川
区
〕

竹
内 

康
洋

健
康
福
祉
・
病
院
経
営
委
員
会

基
地
対
策
特
別
委
員
会

〔
鶴
見
区
〕

尾
崎    

太

建
築
・
都
市
整
備
・
道
路
委
員
会

減
災
対
策
推
進
特
別
委
員
会
　

市
会
運
営
員
会

〔
青
葉
区
〕

行
田 

朝
仁

政
策
・
総
務
・
財
政
委
員
会

減
災
対
策
推
進
特
別
委
員
会

〔
戸
塚
区
〕

中
島 

光
徳

こ
ど
も
青
少
年
・
教
育
委
員
会

観
光
・
創
造
都
市
・
国
際
戦
略

特
別
委
員
会

〔
港
南
区
〕

安
西 

英
俊

経
済
・
港
湾
委
員
会

孤
立
を
防
ぐ
地
域
づ
く
り

特
別
委
員
会

〔
都
筑
区
〕

斎
藤 

真
二

温
暖
化
対
策
・
環
境
創
造
・

資
源
循
環
委
員
会

新
市
庁
舎
に
関
す
る
調
査
特
別

委
員
会 

副
委
員
長

〔
港
北
区
〕

望
月 

康
弘

市
民
・
文
化
観
光
・
消
防
委
員
会

大
都
市
行
財
政
制
度
特
別
委
員
会

副
委
員
長

市
会
運
営
員
会 

理
事

〔
旭
区
〕

和
田 

卓
生

市
民
・
文
化
観
光
・
消
防
委
員
会

横
浜
市
会
基
本
条
例
の
制
定
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会 

副
委
員
長

神
奈
川
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
議
会
議
員〔

瀬
谷
区
〕

加
納 

重
雄

水
道
・
交
通
委
員
会

基
地
対
策
特
別
委
員
会

副
委
員
長

真
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
め
ざ
し
て

賛成多数で市民協働条例が可決された（6月21日本会議場）

提案理由を説明する
和田卓生議員

質問に答える斉藤伸一議員

　
　
市
民
協
働
の
現
場
か

ら
、
協
働
の
原
則
に
基
づ

い
て
い
な
い
等
、
従
来
の

制
度
の
不
備
を
指
摘
す
る
声
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
新
条
例
の
制
定
で
、
必
要

な
基
本
事
項
の
規
範
が
整
い
ま
し
た
。

　
　
今
後
、
横
浜
市
が
協
働
型
社
会
へ
と
進

展
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
　ま
た
、
議
員
が
提
案
し
議
員
間
で
質
疑

し
た
結
果
、
大
多
数
の
賛
同
が
得
ら
れ
た

こ
と
は
、
議
会
の
あ
り
方
と
し
て
意
義
あ

る
こ
と
と
考
え
ま
す
。

公
明
党
市
会
議
員
団 

団
長   

仁
田  

昌
寿

【
団
長
談
話
】

委
員
会
構
成
が

新
し
く
な
り
ま
し
た

＊
2
面
へ
続
く
＊

市
民
と
行
政
の

南区版

公明党横浜市会議員団
南区政務調査事務所長

横浜市会議員

いじめ対策強化せよ　－教育長に要望書を提出いじめ対策強化せよ　－教育長に要望書を提出いじめ対策強化せよ　－教育長に要望書を提出

　7月23日、公明党横浜市会議員団は、山田巧教育長に「いじめ防止対策

の強化を求める要望書」を提出しました。

　団長の仁田まさとし市議は席上、滋賀県大津市の中学2年生がいじめを

苦に自殺したとされる問題を踏まえ、「いじめの未然防止とともに、早期

発見と最悪の事態を回避する取り組みを強化すべき」と指摘しました。

　その上で、

①いじめの兆候が見られる子どもと直接

　向き合う機会を持つ

②実態調査を継続的に行う

③児童支援専任・生徒指導専任制度の充実

④カウンセラー制度の拡充

⑤人権の尊重、命の大切さを学ぶ教育の徹底

　を強く求めました。

　これに対して山田教育長は、要望内容を

重く受け止め、対応していく考えを示しま

した。 いじめ防止対策の強化を要望する仁田まさとし市議（左から3人目）


